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　令和３年12月10日（金）、兵庫県三木市にある極東開発工業株式会社（三木工場）を
訪問し、主に廃棄物の収集作業における巻き込まれ事故を抑制するシステム（KIES）及
び車両管理支援システム（K-DaSS）について講義を受け、特装車の製造現場を見せてい
ただきました。

■概　要
会　 社 　名：極東開発工業株式会社
代 　表 　者：代表取締役社長　布　原　達　也
本 社 所 在 地：兵庫県西宮市甲子園口６丁目１-45
ウエブサイト：https://www.kyokuto.com/
設　　　　立：1955年（昭和30年）６月１日
資 　本 　金：118億9,900万円 （2021年３月31日現在）
従  業  員  数：連結3,050名　単独1,089名（2021年３月31日現在）
事  業  内  容：特装車事業
　　　　　　　　 特殊自動車その他の輸送運搬機械の製造、架装および販売、修理ならびに同部品の製

造、販売。トレーラ・トラックボデー等の製造および販売。
　　　　　　　環境事業
　　　　　　　　環境整備機器および施設の製造、販売、修理ならびに同部品の製造、販売。
　　　　　　　　環境整備機器および施設の運転、管理。

廃棄物処理先進事例調査

第35回 極東開発工業株式会社　三木工場
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■KIESR（Kyokuto Intelligent Eye System）について
　・ ごみ収集車のバックアイカメラの画像から作業者を認識して、予め設定した範囲を超えて作業者が投

入口に近づいた際にプレスプレート又は回転板を停止させる。
　・ 特徴は、次の通り。
　　　＊ 人工知能（AI）が画像から作業者を認識するため、作業者にマーカー等を着ける必要がなく、

服装を選ばない
　　　＊ 従って、住民が近付いた場合でも作業者同様に認識して安全装置が作動する
　　　＊ 人間（作業者）と投入されるごみを区別しているので、作業性を損なわない
　　　＊ 画像データの蓄積とともにAIの学習が進んで認識能力が向上する
　　　＊ AIの学習結果はSDカードを通じて各車両のシステムに反映させることができる

　　　　　　　パーキング事業（不動産賃貸等）
　　　　　　　　立体駐車装置および設備の製造、据付、販売および修理。
　　　　　　　　駐車場の経営（コインパーキング）。
　　　　　　　　不動産の賃貸および管理。
　　　　　　　　発電事業および電気の売買。
三木工場
　所　在　地：兵庫県三木市別所町巴２
　敷 地 面 積：100,728 ㎡
　床　面　積：44,922 ㎡
　従 業 員 数：約630名（2021年４月１日）
　事 業 内 容： パッカー車、タンクローリー、脱着ボディ車及びコンクリートポンプ車並びに各工場向け

の機能部品を生産。

亀岡工場次長による挨拶 商品説明の風景

KIESRのシステム
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　・ KIESのリリースから半年経過したが、これまでにKIES装備車における事故は報告されていない。
　・ 夜間作業でも作業灯を点けていればKIESは作動するが、昼夜の検知率が同じかどうかははっきりし

たことは言えない。
　・ 現在のところ、作業者の検知ミスよりも廃棄物を作業者と誤検知する例があるが、AIの認識能力向

上とともに改善されていくと考えている。
　・ KIESはオプション装備扱いであり、価格は約65万円。
　・ KIESは多数の作業者が投入口付近で動き回る状況を想定していないので、数名以上が投入口付近に

いると認識が難しくなることがある。

■車両管理支援システム K-DaSSR（Kyokuto�Data�Sharing�Service）

　・ ごみ収集車両における積込装置の稼働回数、PTO （power take-off）の稼働時間、位置情報並びに
消耗品及び交換部品に関する情報を極東開発工業㈱が管理するサーバーを介して車両管理者が一元的
に把握・管理することができるシステム。

　・ これらのデータから効率的な収集ルートを計画することが可能。
　・ また、日報作成の省力化も可能となる。
　・ そのほか、車両メンテナンスを計画的に行うことができるため、故障や不具合を未然に防ぐことがで

きる。
　・ K-DaSSのアドバンテージは、システムの提供者がメーカーなのでごみ収集車の装置側情報を知り

尽くしていること及び現在のところシステムを無料で提供していること。
　・ 課題は、積込重量の計測データ取扱い機能と、ユーザー側の既存のシステムとの連携機能。
　・ 世の中の流れは紙をなくす方向にあるので、配車、収集作業、日報作成から請求まで一貫して処理で

きるものがあれば、需要は広がると考えられる。
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■工場見学
　・ KIESのデモンストレーションでは、木の棒などでは反応しないので、実際に操作者が手を差し出す

ことによってプレスプレートが停止することを確認した。

　・ ごみ収集車、タンクローリー、脱着ボディ車及びコンクリートポンプ車の製造ラインを見学した。
　・ 中には外注の部品もあるが、基本的に鋼材を切断するところから始まって、それを溶接して、塗装し

て、組み立てて、シャシに載せて、仕上げ塗装するという一連の工程がすべて行われていたことが印
象的であった。

　・ 国内最大級の36m級コンクリートポンプ車の完成品はブームを完全に伸ばしてはいない状態だった
が、その存在感に圧倒された。

KIESのデモンストレーションの様子

36m級コンクリートポンプ車
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■まとめ
　KIESはそれだけで廃棄物収集作業における悲惨な事故を確実に減らすことにつながる技術ですが、そ
の他のソフト的な対策との組合せによって収集作業における事故を根絶することもできると感じました。
　また、KIESの特徴であるAIを利用した作業者の検知技術は、アップデートのたびにコードを書き換え
るのではなくて、基本的にAIに学習させることで検知精度が向上していくという点がシステムの進化の速
さに加えて、人間の眼に迫る精度を実現する可能性があるのではないかと期待されます。
　K-DaSSはまだ開始して間もないサービスですが、将来、積載重量データと連携した上で、配車、顧客
管理及び支払請求等のシステムと連携ができれば、スモールビジネスで収集運搬業を営んでいる事業者に
とってまたとない事務効率化のチャンスになるでしょう。
　私たちは、日頃装置メーカー様の工場を拝見する機会にはなかなか恵まれません。しかし、今回の研修
会によって、ここにも社会の課題を解決することに日夜取り組んでいる方々がいらっしゃることを知り、
改めて勇気づけられました。
　最後になりましたが、今回の研修会を担当してくださった極東開発工業株式会社三木工場次長の亀岡
様、三木工場管理課長の大隅様、同社関西支店大阪営業所係長の小林様と廣崎様に改めて感謝申し上げま
す。

（文責　河野　伴弥）


